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IIJのご紹介
社名 株式会社インターネットイニシアティブ

（Internet Initiative Japan Inc.）

設立年月日 1992年（平成4年）12月3日

従業員数 連結 4,451人 単体 2,475人

所在地 東京都千代田区富士見2-10-2
飯田橋グラン・ブルーム 〒102-0071

事業所
関西支社、名古屋支社、九州支社、札幌支店
東北支店、横浜支店、北信越支店、中四国支店
豊田営業所、新潟営業所、沖縄営業所

資本金 23,023百万円

主要取引銀行
三井住友銀行
みずほ銀行
三菱UFJ銀行
三菱UFJ信託銀行

主要株主
日本電信電話株式会社
エヌ・ティ・ティ・コミュニケーションズ株式会社
伊藤忠テクノソリューションズ株式会社
鈴木幸一

公開市場 東京証券取引所第一部
（2006年12月上場、証券コード：3774）

事業領域

お客様

各種認定

※2023年3月31日現在

業界TOP10企業への浸透率（％）

I S M A P
（ 政 府 情 報システムの ための
セ キ ュ リ ティ評価制度 ）

H I P A A
（ H e a l t h  I n s u r a n c e  

P o r t a b i l i t y  a n d  
A c c o u n t a b i l i t y  A c t  o f  1 9 9 6 ）
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地域の専門職（人）の課題

機微な情報（患者情報）も安心して
やりとりしたい

行政
包括センター

FAX
 画質が荒く、QRコードが読めない
 複数施設に一度に送れず、一方通行

電子メール/一般ツール
 医療情報をメールで送るのはNG
 誤送信が発生しやすく危険

電話
 忙しい専門職の時間調整が大変
 一度に1人としか話せない。何度も書
ける必要がある

連絡帳（紙のノート）
 患者宅に行かないと内容を見れない
 手書きになるので伝えたい内容に限度
がある

薬剤師

歯科医師ケアマネジャー

かかりつけ医
(在宅医師)

訪問看護師 急性期専門医

介護職

課題

共有したい情報は日々増えているが
連携が大変で、品質を上げられない

多職種・多機関の間のやりとりが
煩雑

紙/FAXをやめたい
情報の場所がわからない。
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行政
包括センター

かかりつけ医
(在宅医師)

訪問看護師 急性期専門医

薬剤師

歯科医師ケアマネジャー

介護職

人が繋がると情報の流れが出来る

地域の専門職をつなぐ
（人的資源・共助の活用）

スピード
コミュニケーションの効率化

ペーパーレス
負担軽減/見える化

プラットフォーム型
部門/機関横断の課題に対応

情報共有が簡単
 一度の操作で関係者に共有
 宛先設定(支援チーム編成)も簡単

チャット/掲示板
 空き時間に内容を見ればOK
 電話のように時間を拘束されません。

大きなファイルに対応
 写真や医療情報など大きなファイル
にも対応

 絞込みやファイルビューで簡単検索

安全安心
 医療情報ガイドラインに対応
 ISMAP認定のクラウド上で提供

効果
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実績 自治体・地域医療介護向け（72行政）

引用:https://www.iij.ad.jp/biz/e-note/results.html

患者連携 防災

防災

防災

患者連携

患者連携

防災

重層支援

医療MaaS
IoT連携

みまもり

地域資源

介護予防

パーキング

救急連携

患者連携

患者連携 防災

地域資源

特定疾病

特定疾病

へき地医療

へき地医療

デジ田

デジ田

デジ田

Society5.0デジ田

デジ田

オプション

事業テーマ

交付金

利用オプション

活用事業・テーマ

交付金採用事例

地域資源

地域資源

防災

みまもり

患者連携 防災

特定疾病 医ケア

医ケア

介護認定電子審査会

介護認定電子審査会

介護認定電子審査会
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実績 特定疾病向け

特定疾病支援

┃東海地区診療支援ネットワーク┃
ヒトパピローマウイルス（HPV）感染症の予防接種に関する
相談支援・医療体制強化のための地域ブロック拠点病院整備事業

窓口 愛知医科大学 愛知医科大学病院

協力医療機関

静岡県(3施設)、岐阜県（1施設）、三重県(1施設)、愛知県（9施設）
各担当県庁所管

┃長野しろくまネットワーク┃
重症心身障がい児者とご家族を対象に質の高い安全な診療と適切な療育環境の提供

主管 長野県立こども病院

対象地域
長野県および周辺圏域

┃このはネット┃
重症心身障がい児者とご家族を対象に質の高い安全な診療と適切な療育環境の提供
愛知県スマートホスピタル事業

主管 愛知県医療療育総合センター

対象地域
愛知県および周辺圏域

┃名古屋大学循環器内科院外連携ネットワーク┃
重症心疾患や肺高血圧症（難病・希少疾患）など高度かつ専門的な診療における
院内外の様々な職種の医療スタッフと患者を含めた情報共有・連携

主管 名古屋大学大学院医学系研究科 循環器内科

対象地域
愛知県および周辺地域
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デジタル田園都市国家構想のモデル事業
デジタル田園都市国家構想実現会議（第１回）

若宮担当大臣提出資料に、電子＠連絡帳を含む長野県伊那市の取り組みが掲載

デジタル田園都市国家構想実現会議（第１回）議事次第
令和３年11月11日（木）デジタル田園都市国家構想 若宮 健嗣 担当大臣資料 より
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/digital_denen/dai1/siryou3.pdf

多職種連携情報システム ＝IIJ電子＠連絡帳サービス
2021/11/1より正式事業（いーな電子＠連絡帳）として開始
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MaaS連携事例 長野県伊那市（いーな電子@連絡帳）

※トヨタ自動車、ソフトバンク、本田技研、マツダ等、自動車メーカ連合が設立した、自動運転や次世代交
通手段を、研究、社会実装するための企業です。https://www.monet-technologies.com/
出典：フィリップスジャパン 公式プレスリリース
https://www.philips.co.jp/a-w/about/news/archive/standard/about/news/press/2019/20191126-pr-philips-healthcare-mobility-partnership-with-
monet-ina-city.html

車両内がオンライン診療所に。
医療機器、通信機器（IIJ電子@連絡帳
端末、オンライン診療環境）などを

搭載

診療所から
モバイルクリニック（車両）
に接続

多職種連携連携クラウド
（電子＠連絡帳）を利用し

患者情報を連携

出典：BSテレビ東京「長野県伊那市の最先端医療 前編_羽田土曜会」     https://youtu.be/VrG_Iof_enQ

都市部の診療所 山間部の在宅患者

長野県伊那市、及び医師会、伊那中央病院は全国初の移動診療車両
（遠隔診療）の実証実験事業を、医療機器大手の株式会社フィリップ
ス・ジャパン、MONET Technologies株式会社（※）と共同で実施。
移動診療車両の予約依頼や往診の調整を行うために多職種連携ネット
ワークを構築運営するため電子@連絡帳を導入。

2019年12月

「いーな電子＠連絡帳」を正式事業として開始2021年11月

https://www.monet-technologies.com/
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デジタル田園都市国家構想推進交付金 TYPE1の採択結果

TYPE1「IIJ電子＠連絡帳」を活用した採択事業

 愛知県（愛知県医療療育総合センター）

 長久手市

 蒲郡市

 令和３年度補正予算 デジタル田園都市国家構想推進交付金（デジタル実装タイプTYPE1及び地方創生テレワークタイプ）の交付対象事業の決定について
（令和４年３月18日） より

IIJ「電子＠連絡帳」サービス
医療的ケア児支援ネットワーク

IIJ「電子＠連絡帳」サービス
地域資源オプション

IIJ「電子＠連絡帳」サービス
要援護者オプション

＋
中部電力/ネコリコ「見守りセンサー」

https://www.chisou.go.jp/sousei/about/mirai/pdf/denenkouhukin_saitaku_type1_telework_r3.pdf
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データ連携とWell-being向上サイクルの実現

蓄積データ 連携企業

Well-beingの向上

住民（子ども～高齢者）

市民支援
• 社会福祉協議会
• 民生委員
• NPO法人

専門職

IIJ電子＠連絡帳サービス

自治体
（行政） 行政

データセット

データ連携基盤

• 医療/ 介護
• 福祉専門職
• 救急隊員

民間企業
データオープンデータ

ログ(利用状況)

オプトイン + データ活用 + プラットフォーム参加

多職種連携 地域資源連携 ここのーと
(患者家族連携) ポータルサイト

救急情報連携 介護認定電子審査

パーキングシェア災害時連携
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